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の し ろ 市 議 会 だ よ り�

有
数
の
健
康
長
寿
分
野
関
係
機
関
の
集
積

地
で
あ
る
。
大
府
市
の
モ
デ
ル
事
業
「
脳

と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
で
は
、
大

府
市
在
住
の
65
歳
以
上
を
対
象
に
、
運
動

機
能
、
認
知
機
能
検
査
、
口
腔
機
能
検
査

な
ど
「
健
康
で
長
生
き
」
を
実
現
す
る
た

め
に
重
要
と
な
る
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。�

（
渡
邊
　正
）���������
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◆
視
察
月
日
　
10
月
27
日
〜
29
日�

◆
視

察

市
　
岡
山
県
津
山
市�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
庭
市�

◆
視
察
項
目�

・
津
山
市
　
鉄
道
近
代
化
遺
産
を
用
い

て
の
観
光
振
興
策�

・
真
庭
市 

木
質
資
源
循
環
型
地
域
社
会

の
創
造�

��　
津
山
市
で
は
平
成
17
年
に
「
新
津
山
市

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０
６
」
を
制
定
し
地

域
に
眠
る
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
こ
で
提
言
さ
れ
た
の
が
市
内
に

残
る
古
い
駅
舎
等
の
鉄
道
遺
産
の
活
用
で

あ
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
鉄
道

遺
産
と
は
、
か
つ
て
東
能
代
の
駅
構
内
に

も
あ
っ
た
扇
形
機
関
車
庫
と
転
車
台
で
あ

っ
た
。
目
前
の
景
色
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

そ
れ
は
懐
か
し
さ
と
、
こ
れ
を
観
光
に
つ

な
げ
て
い
る
こ
と
へ
の
驚
き
で
も
あ
っ
た
。

と
か
く
古
く
価
値
の
あ
る
も
の
で
も
維
持

費
の
問
題
か
ら
取
り
壊
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
時
は
巡
り
古
い
も
の
が
見
直
さ
れ
る

風
潮
に
あ
る
昨
今
は
、
そ
れ
が
観
光
に
つ

な
が
る
の
だ
と
再
認
識
し
た
視
察
で
あ
り
、

こ
の
先
、
当
市
が
進
む
う
え
で
も
参
考
に

な
る
と
思
う
。�

��
　
真
庭
市
は
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
の
先
進
地

で
あ
り
森
林
資
源
が
豊
富
で
能
代
市
と
環

境
が
よ
く
似
て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い

と
期
待
し
て
の
視
察
で
あ
っ
た
。�

　
構
想
の
始
ま
り
は
地
元
若
手
経
営
者
達

が
「
21
世
紀
の
真
庭
塾
」
を
立
ち
上
げ
、

未
来
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。
そ

こ
に
行
政
や
産
学
連
携
の
仕
組
み
が
協
働

の
形
で
参
画
し
体
制
が
で
き
た
。
特
徴
的

な
の
は
民
間
事
業
者
の
活
動
が
主
体
で
あ

っ
た
こ
と
だ
と
話
す
。
視
察
先
は
銘
建
工

業
㈱
で
工
場
は
多
く
が
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
過
程
で
排
出
さ
れ
る
木
く
ず
等
は
木

質
ペ
レ
ッ
ト
や
発
電
に
自
動
的
に
振
り
分

け
さ
れ
捨
て
る
物
は
ゼ
ロ
、
し
か
も
自
社

で
使
う
電
力
は
ほ
ぼ
足
り
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
市
庁
舎
で
は
冷
暖
房
は

バ
イ
オ
マ
ス
の
ボ
イ
ラ
ー
を
採
用
、
緊
急

時
の
ト
イ
レ
の
水
は
雨
水
を
蓄
え
て
利
用

す
る
な
ど
目
指
す
資
源
循
環
型
社
会
へ
着

実
に
歩
む
姿
が
伺
え
た
。�
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◆
視
察
月
日
　
11
月
５
日
〜
７
日�

◆
視

察

市
　
東
京
都
立
川
市�

　
　
　
　
　
　
静
岡
県
熱
海
市�

◆
視
察
項
目�

・
新
庁
舎
の
市
民
窓
口
等
の
配
置�

・
議
事
堂
の
設
備
等�

�

　
新
立
川
市
役
所
は
、
昭
和
60
年
に
「
庁

舎
建
設
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
15

年
財
務
省
と
土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
、

「
立
川
市
新
庁
舎
建
設
市
民
１
０
０
人
委

員
会
」と「
現
庁
舎
敷
地
利
用
計
画
市
民
案
」

を
策
定
し
、
平
成
22
年
３
月
に
竣
工
、
５

月
開
庁
と
な
っ
た
。
地
下
１
階
（
Ｒ
Ｃ
造
）、

地
上
４
階
建
て
（
Ｐ
Ｃ
造+

鉄
骨
造
）
で
用

地
代
が
19
・
７
億
円
、
本
体
工
事
73
・
１

億
円
で
あ
っ
た
。�

　
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
太
陽
光
発
電
、

雨
水
利
用
、
冷
温
水
発
生
機
や
氷
蓄
熱
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
、
地
中
熱
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。
建
設
し

て
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、
低
コ
ス
ト
化

に
努
め
た
こ
と
か
ら
天
井
が
低
く
ダ
ク
ト

や
配
線
カ
バ
ー
な
ど
が
丸
見
え
で
何
か
の

工
場
で
は
な
い
の
か
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め

て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
試
験
的
で
実
質

的
な
効
果
が
見
出
せ
な
い
で
い
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
広
く
車
椅
子
の
方
が
ゆ
っ
く

り
乗
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。�

�

　
熱
海
市
は
、
市
域
内
は
ほ
と
ん
ど
が
丘

陵
で
あ
り
、
別
荘
地
や
住
宅
な
ど
も
高
台

に
立
つ
所
が
多
く
、
道
路
も
勾
配
の
急
な

坂
が
多
い
。
平
成
24
年
３
月
12
日
熱
海
市

庁
舎
等
建
設
基
本
構
想
及
び
熱
海
市
庁
舎

等
建
設
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
分
庁
化
の
全
体
計
画
が
で
き
上

が
り
、
同
年
８
月
３
日
第
３
庁
舎
（
旧
文

化
会
館
）
が
完
成
し
、
第
１
庁
舎
は
平
成
26

年
５
月
７
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。�

　
勾
配
が
急
で
敷
地
も
狭
く
分
庁
も
や
む

を
得
な
い
と
感
じ
た
。
建
物
は
近
代
的
で
、

１
階
フ
ロ
ア
は
真
ん
中
の
通
路
を
挟
ん
で
、

住
民
票
、
戸
籍
、
税
務
、
福
祉
等
が
設
置

さ
れ
、
通
路
か
ら
市
職
員
の
姿
が
見
通
す

こ
と
が
で
き
た
。
隣
に
は
新
築
に
な
っ
た

消
防
署
が
あ
り
、
２
階
の
通
路
で
連
結
さ

れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
）�
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産

業

建

設

委

員

会�

庁
舎
整
備
特
別
委
員
会�

木
質
資
源
循
環
型
地
域
社
会
の
創
造�

豊島区役所にて�

真庭市役所前にて�

熱海市役所にて�

鉄
道
近
代
化
遺
産
を
用
い
た
観
光
振
興
策�


